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　はじめに

ヒメダイ属魚類 Pristipomoidesは日本近海にお
いて 8種が知られ，鹿児島県においてはその全種
の分布が標本に基づき記録されている（桜井，
2014；小枝ほか，2015; Hata and Motomura, 2016a, b, 

2017; Hata et al., 2017；小枝，2017）．そのうち，
ナガサキフエダイ Pristipomoides multidens (Day, 

1871)は最大で体長 70 cm，全長 90 cmに達する
大型種で（Senta and Tan, 1975; Allen, 1985; Ander-

son and Allen, 2001；島田，2013），美味な魚とし
て知られる（大富，2011）．本種は日本国内にお
いては山陰地方から琉球列島にかけて分布すると
されるが（島田，2013），沖縄島近海における水
揚げは少なく，稀な種とされる（篠原，1966；三
浦，2012）．鹿児島県においてもその記録は少なく，
奄美大島と種子島からのものに限られていた（藤
山，2004；大富，2011；畑・本村，2016b）．

2017年 2月 21日に屋久島近海からナガサキフ
エダイが採集された．本研究は同海域における本
種の標本に基づく初めての記録となるため，ここ
に報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Shinohara (1963)にしたがっ

た．標準体長は体長と表記し，体各部の計測はデ
ジタルノギスを用いて 0.1 mmまでおこなった．
ナガサキフエダイの生鮮時の体色の記載は，固定
前に撮影された屋久島産の 1標本（KAUM–I. 

97959）のカラー写真に基づく．標本の作製，登録，
撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠した．
本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物
館（KAUM: Kagoshima University Museum）に保
管されており，上記の生鮮時の写真は同館のデー
タベースに登録されている．

　結果と考察

Pristipomoides multidens (Day, 1871)

ナガサキフエダイ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 97959，体長 347.0 mm，鹿児
島県大隅諸島屋久島近海，水深 50–100 m，2017

年 2月 21日，釣り（鹿児島市中央卸売市場魚類
市場にて購入），畑　晴陵．

記載　背鰭棘数 10；背鰭軟条数 11；臀鰭棘数 3；
臀鰭軟条数 8；胸鰭軟条数 16；腹鰭棘数 1；腹鰭
軟条数 5；側線有孔鱗数 50；前鰓蓋骨上の鱗列数
6；背鰭前方鱗数 14；側線上方横列鱗数 7；側線
下方横列鱗数 13．
体各部の体長に対する割合（%）：体高 31.1；

頭長 33.1；吻長 11.5；上顎長 14.0；眼隔域幅 8.8；
眼窩径 8.4；尾柄高 10.1；胸鰭長 30.5；眼窩骨幅 5.6；
背鰭第 4棘長 14.3；臀鰭第 3棘条長 7.6．
体は前後方向に長い楕円形で，やや側扁し，体

高は背鰭起部で最大．吻端から背鰭起部にかけて
の体背縁は緩やかに上昇し，そこから尾鰭基底上
端にかけて緩やかに下降する．体腹縁は下顎先端
から腹鰭起部にかけて緩やかに下降し，そこから
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臀鰭起部にかけては体軸と平行となり，臀鰭起部
から尾鰭基底にかけて緩やかに上昇する．胸鰭基
底上端は鰓蓋後端よりもわずかに前方，胸鰭基底
下端は腹鰭起部よりも僅かに前方にそれぞれ位置
する．胸鰭後端は尖り，肛門に達せず，背鰭第
10棘起部直下に達する．腹鰭起部は背鰭起部よ
りも僅かに前方，腹鰭基底後端は背鰭第 3棘起部

直下にそれぞれ位置する．たたんだ腹鰭の後端は
肛門に達せず，背鰭第 10棘起部よりもわずかに
後方に達する．背鰭起部は腹鰭起部よりも僅かに
後方，背鰭基底後端は臀鰭基底後端直上にそれぞ
れ位置する．背鰭棘は第 4棘が最長．棘部の鰭膜
は僅かに切れ込むが，背鰭背縁は深く凹まない．
背鰭軟条は全て分枝する．背鰭軟条部はほぼ同じ

Fig. 1. Lateral and dorsal views of body and head, respectively, of fresh specimen of Pristipomoides multidens (KAUM–I. 97959, 347.0 mm 
SL, Yaku-shima island, Osumi Islands, Kagoshima Prefecture, Japan).
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高さ．背鰭軟条のうち最長のものは最後軟条で，
糸状に伸長する．臀鰭起部は背鰭第 1軟条起部よ
りもわずかに後方，臀鰭基底後端は背鰭基底後端
直下にそれぞれ位置する．臀鰭棘は第 3棘が最長．
臀鰭軟条は全て分枝し，最長のものは最後軟条で，
糸状に伸長する．尾鰭は二叉型で，深く湾入する．
肛門は正円形で，臀鰭起部前方に位置する．眼，
瞳孔はともにわずかに前後方向に長い楕円形．眼
隔域は平坦．吻部側面は溝がなく，平坦．鼻孔は
2対で前鼻孔と後鼻孔は互いに近接し，眼の前縁
前方に位置する．両鼻孔はともにわずかに前後方
向に細長い楕円形．前鼻孔の後縁には皮弁をそな
える．体は剥がれにくい櫛鱗に被われ，各鰭，両
顎，吻部，眼の周囲，前鰓蓋骨後部は無鱗．背鰭
前方鱗被鱗域の先端は眼窩後縁よりも後方に位置
し，前縁は楔形．前鰓蓋骨後縁は鋸歯状を呈し，
鰓蓋後縁は円滑．頭長は眼窩骨幅の 5.9倍．口裂
は大きく，上顎後端は眼の先端よりも後方に達す
るが，瞳孔の先端よりも前方に位置する．前上顎
骨は突出可能で，吻部とつながらない．上顎前部
には 1対の牙状歯をそなえる．上顎側部の外側に
は鋭い円錐歯が 1列に並び，内側には絨毛状歯が
密生し，歯帯を形成する．鋤骨歯と口蓋骨歯はと
もに絨毛状．鋤骨の歯帯は三角形を呈し，後方に
伸長しない．下顎には 1列の円錐歯が並ぶ．舌上
は無歯．擬鰓上にフィラメント状の鰓弁を有する．
鰓耙は細長く，棒状．側線は完全で，鰓蓋上部後
方から尾鰭基底にかけて，体背縁と平行にはいる．

色彩　生鮮時の色彩―体背面から体側上部に
かけては紫がかった淡い桃色を呈し，眼の直後か
ら尾鰭基底にかけて，瞳孔径よりも細い多数の黄
色縦帯がある．側線は黄色に縁取られる．体側に
は淡青色斑が多数散在する．体側下部から体腹面
は一様に銀白色．頭部側面には吻端から眼にかけ
て 2本，前鰓蓋骨上部にかけて 1本の計 3本の黄
色縦帯がある．頭部のそれぞれの黄色縦帯は暗青
色縦帯に縁取られる．前鰓蓋骨後縁上部から鰓蓋
後縁上部にかけて瞳孔よりも細い 3本の黄色縦帯
がある．鰓蓋下部は一様に淡桃色．眼隔域背面に
は黄褐色の虫食い模様と，それらを縁取るように
暗青色斑が多数ある，これらの黄色斑と暗青色斑

は，左右方向に長い，破線状の多数の V字型の
斑紋を形成する．吻部背面には左右方向に長い V

字状黄色帯が 2本あり，それらはいずれも暗青色
に縁取られる（Fig. 2）．背鰭は一様に明るい黄色
を呈し，中央部に瞳孔よりも幅の広い紫色縦帯が
ある．胸鰭上部と基底部は黄色を呈し，下部は白
色半透明．腹鰭と臀鰭は一様に白色．尾鰭は一様
に紫がかった桃色を呈し，上葉は黄色みがかり，
尾鰭下縁は白色．瞳孔は青みがかった黒色を呈し，
虹彩は金色．前縁を除いて，眼は鮮やかな黄色に
縁取られる．
固定後の色彩―体背面から体側上部にかけて

の体側は紫がかった灰色を呈し，体腹面は一様に
鈍い銀色となる．体側の黄色斑は一様に消失し，
暗青色斑は淡い褐色斑となる．各鰭は一様に乳白
色となる．

分布　紅海からサモア諸島にかけてのインド・
太平洋に広く分布する（Senta and Tan, 1975; Allen, 

1985; Anderson and Allen, 2001；島田，2013）．日
本国内では山陰地方，九州北岸，長崎，種子島，
および琉球列島（Temminck and Schlegel, 1843; 

Jordan et al., 1913；篠原，1966；具志堅，1972；
藤山，2004；島田，2013；畑・本村，2016b）か
ら記録されていた．本研究により，屋久島近海に
おける分布も確認された．

備考　屋久島産の標本は，背鰭と臀鰭の各軟
条は最後軟条がそれぞれ最長であり，糸状に伸長
すること，眼隔域が平坦であること，鋤骨歯と口
蓋骨歯がともに絨毛状であること，胸鰭が吻部よ
りも著しく長いこと，吻部側面には溝がなく，平
坦であること，背鰭は 10棘 11軟条からなり，背
縁が深く切れ込まないこと，背鰭，臀鰭，および
主上顎骨が被鱗しないこと，前上顎骨が突出可能
で吻部とつながらないことなどが，Allen (1985)

と Anderson and Allen (2001)によって定義された
Pristipomoides属の標徴と一致した．また，側線
有孔鱗数が 50であること，頭部側面には吻端か
ら眼にかけて 2本の青色斑に縁どられる黄色縦帯
があること，生時，吻部背面に左右方向に長い V

字状黄色帯が 2本あることなどが Allen (1985)や
Anderson and Allen (2001)，島田（2013）の報告し
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た Pristipomoides multidensの標徴とよく一致した
ため，本種と同定された．

Allen (1985)や Anderson and Allen (2001)，島田
（2013）は本種の標徴として，体長 15 cm，25 

cm，40 cmの個体ではそれぞれ頭長が眼下骨幅の
7.0，5.5，4.0倍であるとし，その割合が徐々に低
下することを示唆した．しかし，本研究の記載標
本は体長 347.0 mmであるにも関わらず，頭長は
眼下骨幅の 5.9倍と，上記の 3報告で報告された
体長 25 cmの割合よりも大きい．しかし，頭長の
眼下骨幅に対する割合は彼らの示した値よりも変
異が大きいことが畑・本村（2016b）によって報
告されており，本研究においても種内変異と判断
した．
ナガサキフエダイの日本における分布は，畑・

本村（2016b）によって詳述されており，鹿児島
県内における記録はこれまで種子島と奄美大島か
らのものに限られていた（藤山，2004；大富，
2011；畑・本村，2016b）．また，本種は屋久島の
魚類相を包括的に報告したMotomura et al. (2010)

やMotomura and Aizawa (2011)，およびMotomura 

and Harazaki (2017)にも記録されていない．した
がって，記載標本は屋久島における本種の標本に
基づく初めての記録となる．なお，標本としては
残されていないものの，記載標本は 15個体ほど
のナガサキフエダイと同時に水揚げされており，
群れで出現したものと考えられる．また，第 1著
者は 2016年から 2017年にかけて鹿児島市中央卸
売市場魚類市場において，本種が種子島や奄美大
島から多数水揚げされているのを頻繁に目撃して
おり，薩南諸島に多数のナガサキフエダイが頻繁
に出現していることがうかがわれる．
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